
令和元年６月２０日（木曜日）林野庁入札室

前　原　一　彦（公認会計士） 長 谷 部 修（弁護士）

近　田　直　裕（公認会計士、税理士）

平成３１年１月１日～平成３１年３月３１日

　１４件 １者応札案件　　　４件

契約の相手方が公益社団法人等の案件 － 件

　４件 １者応札案件　　　２件

（抽出率　　２９％） （抽出率　 50％）

契約の相手方が公益社団法人等の案件 － 件

（抽出率   －％）

   1件　 １者応札案件 － 件

契約の相手方が公益社団法人等の案件 － 件

 － 件　 １者応札案件 － 件

契約の相手方が公益社団法人等の案件 － 件

 － 件　 １者応札案件 － 件

契約の相手方が公益社団法人等の案件 － 件

 － 件　 １者応札案件 － 件

契約の相手方が公益社団法人等の案件 － 件

 － 件　 １者応札案件 － 件

契約の相手方が公益社団法人等の案件 － 件

 － 件　 １者応札案件 － 件

契約の相手方が公益社団法人等の案件 － 件

 － 件　 １者応札案件 － 件

契約の相手方が公益社団法人等の案件 － 件

 － 件　 １者応札案件 － 件

契約の相手方が公益社団法人等の案件 － 件

 － 件　 １者応札案件 － 件

契約の相手方が公益社団法人等の案件 － 件

 － 件　 １者応札案件 － 件

契約の相手方が公益社団法人等の案件 － 件

 － 件　 １者応札案件 － 件

契約の相手方が公益社団法人等の案件 － 件

 － 件　 １者応札案件 － 件

契約の相手方が公益社団法人等の案件 － 件

 － 件　 １者応札案件 － 件

契約の相手方が公益社団法人等の案件 － 件

    １件 １者応札案件 － 件

契約の相手方が公益社団法人等の案件   １件

 － 件　 １者応札案件 － 件

契約の相手方が公益社団法人等の案件 － 件

　　２件 １者応札案件   ２件

契約の相手方が公益社団法人等の案件 － 件

 － 件　 １者応札案件 － 件

契約の相手方が公益社団法人等の案件 － 件

（詳細に記述すること。） （詳細に記述すること。）

事務局：林野庁林政部林政課会計経理第１班

［これらに対し部局長が講じた措置］

(注)公益社団法人等とは、公益社団法人又は公益財団法人（一般社団法人及び一般財団法人に関する法律及び公益社団法人及び公益財団
法人の認定等に関する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律第４２条第１項に規定する特例社団法人又は特例財団法人を含
む。）をいう。

回答等

（別紙のとおり）

委員会による意見の具申又は勧告の内容
該当なし

（特記事項）

委員からの意見・質問、それに対する回答等

意見・質問

・抽出の４件については、落札率の高かった契約等を抽出した。

（別紙のとおり）

抽
出
案
件
内
訳

工事

一般競争

うち、

物品・
役務等

一般競争
うち、

指名競争
うち、

随意契約（企画競争・公募）
うち、

随意契約（その他）
うち、

その他の指名競争
うち、

随
意
契
約

公募型プロポーザル
うち、

簡易公募型プロポーザル
うち、

標準型プロポーザル
うち、

その他の随意契約

随意契約
うち、

業務

一般競争
うち、

指
名
競
争

公募型競争
うち、

簡易公募型競争
うち、

うち、

指
名
競
争

公募型指名競争
うち、

工事希望型競争
うち、

その他の指名競争
うち、

抽出案件
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開催日及び場所

委員

審議対象期間

審議対象案件
うち、

うち、



意見・質問 回 答 

 委員からの意見

・質問、それに対

する回答等 

抽出契約について 

〔抽出番号１：林野庁稲毛宿舎 3

号棟ガス給湯器及び浴槽交換他

工事〕 

・予定価格と比較して落札価格が 5割

近い金額になったことと、2 者が同額

になっているんですが、どのようなこ

とが考えられるでしょうか。 

・予定価格については市場調査等を

行って出しております。今回の結果

は、業者が大幅に値引きを行えたと

ころが大きな差と考えています。 

また、今回 2者の金額が同じにな

ったのは本当に偶然で、同じような

地域の業者が入札してきますので

同じような金額になったのではと

考えます。 

・約 50％の価格で入札されたという

ことですけれども、性能上品質上特に

問題があったということはないでし

ょうか。 

・こちらで指定した機器と同じメー

カーのほぼ同等のものを入れても

らっていますので、問題はありませ

んでした。 

・今回の工事の内容は特に難しいもの

でもないと思いますので、もっと入札

業者がいてもおかしくないのではな

いかと思いますが、その点はどう考え

ますでしょうか。 

・問い合わせもありましたが、「建

築一般工事」と「管工事」のＣ・Ｄ

ランクの資格を指定していたので、

ランクの高い方は該当しなかった

ので参加できなかったという方も

何者かいました。 

・給湯器にしても浴槽にしても、それ

自体はそれほど値段が変わらないと

思うので、この価格の差というのはど

こまで値引きするかということにな

ってくるんでしょうか。 

・給湯器と浴槽の仕入れの価格と、

工事自体の価格をどこまで下げて

くれるかということになると考え

ます。 

〔抽出番号２：行政情報システム

パーソナルコンピュータ用ソフ

トウェアライセンス購入〕

・2 者が同じ入札金額になっています

が、どう考えますでしょうか。 

・購入した物品が 1 種類だけだった

ことも影響しているのではないか



と考えます。 

・ライセンス契約というのは具体的に

いうとどこまでをする仕事になるん

でしょうか。 

・ライセンスはソフトウェアを使用

する権利のようなもので、今回は

window10 の購入です。 

・こういった仕事であれば対応できる

業者はもっと多いと思うのですが、も

うちょっと入札者が多くても不思議

ではないかなと思うんですけれども、

その点はどう考えますでしょうか。 

・もう少し来ていただけるかな、と

正直考えていました。 

〔抽出番号３：平成 30 年度「ク

リーンウッド」利用推進事業のう

ち生産国の現地情報収集事業（大

洋州地域等）〕

・一般社団法人日本森林技術協会に再

就職された２名の方の、最終キャリア

はどのようなものでしょうか。 

・１名は本省の部長、もう１名は森

林管理局長です。 

・再委託の 224 万 6000 円の再委託先

はどういったところでしょうか。 

・調査対象の国の中のロシアの調査

についてFoE Japanに再委託しまし

た。 

・役務の概要を見ますと調査の内容が

3 種類あってその中に法令調査という

ものが入っているんですけれども、こ

れは国がこういった契約をして調べ

ないとできないものなのでしょうか。 

・これはクリーンウッド法の（法令

調査や情報提供を）国の責務として

いるところであります。 

・他に応募された業者はなかったので

しょうか。 

・それぞれの業者で知見を持ってい

る地域が限られておりまして、競合

することもあるとは思うんですけ

れども、応募ということになると少

ない業者になり、今回だと一者にな

ったということになります。 



・各審査員の方々の採点票があるんで

すけれども、結構ばらつきがあって一

番低い方で 63 点をつけているんです

けれども、それを踏まえて 5 名が全員

が採用可という結果になったという

理解でよろしいでしょうか。 

・63 点をつけた審査員につきまし

ても、調査国に関する知見について

は特段問題視しておりませんので、

そういった認識でおります。 

〔抽出番号４：輸出環境整備緊急

対策委託事業のうち木材製品の

植物検疫条件や流通・販売規制等

に関する調査（欧州地域等）〕 

・今回の契約は輸出ですよね。不思議

なのが、先ほどのクリーンウッドでは

どちらかというと輸入する方で、ロシ

アが入っていたんですが、今回の契約

にもロシアが入っているんですけど

も何故でしょうか。ロシアから輸入も

するし輸出もすると言うことでしょ

うか。 

・各国でも量に違いはありますが、

お互いに輸出入するという関係は

あちこちでよくあることです。今回

の輸出でいうと、ロシアにたくさん

輸出していると言う訳ではなくて、

今政府全体として輸出に取り組も

う、特に農林水産物の輸出に取り組

もうという命題をいただいており

ます。今回の契約もどちらかという

とこれから輸出先を開拓していこ

うという趣旨で行っているものに

なります。 

・直接経費の中で謝金が大きな割合に

なっているんですけれども、約 740 万

円はどんな方に支払いしているんで

しょうか。 

・委員会の委員の方に支払っている

ものももちろんあるんですけれど

も、海外の調査に行ったときにそれ

ぞれの国の有識者にヒアリングを

するといったときにも謝金を支払

っています。 

・今回は欧州地域への輸出ということ

ですけれども、過去に同じような調査

をした事例はありますか。 

・今回のような規制などの調査はな

くて、どちらかというとポテンシャ

ル調査を今まで何回か行ってきま

した。今後本格的に輸出しようとな

った際に実際に日本の木材は輸入

してもらえるのか、住宅に日本の木

材は使えるのか使えないのかとい

うことを調査しないといけないと

いうことで、今回新しく取組を始め

ました。 



・今回の契約相手の一般財団法人木材

総合情報センターと契約したのは初

めてですか、それとも過去にも契約実

績はあるんでしょうか。 

・ポテンシャル調査のうち、アメリ

カ・インドの調査の実績はあります

が、今回の規制の調査は初めてで

す。 

・今回落札された一般財団法人木材総

合情報センターですが、参加者がもっ

といてもいいと思いますが、その点は

どうお考えでしょうか。 

・木材に関して知見のある業者さん

は他にもいらっしゃると思います

が、それに加えて今回は海外の知見

が求められるところで、どうしても

限られてくるということはあると

思います。 

その他 

・委員会としての意見はなし。




